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後
列
左
か
ら
藤
井
繁
樹
氏
、
三
好
敏
満
氏
、
道
下
末
男
氏

前
列
左
か
ら
田
原
禮
子
氏
、
村
田
市
長
、
秋
山
市
議
会
議
長
、
森
田
ヤ
エ
コ
氏

三
好　

敏
満
氏
（
伊
佐
町
）

昭
和
50
年
８
月
、
薬
仙
石
灰
株

式
会
社
に
入
社
以
来
、
34
年
３
月

の
永
き
に
わ
た
り
、
一
意
専
心
、

よ
く
社
意
を
体
得
さ
れ
、
無
災
害

で
職
務
に
精
励
さ
れ
た
。

特
に
、
保
安
責
任
者
と
し
て
の

任
務
に
は
豊
富
な
経
験
と
強
い
責

任
感
を
も
っ
て
臨
み
、
人
材
の
育

成
・
指
導
に
努
め
る
な
ど
、
そ
の

功
績
は
誠
に
顕
著
で
あ
り
、
他
の

職
員
の
模
範
で
あ
る
。

藤
井　

繁
樹
氏
（
美
東
町
）

昭
和
44
年
３
月
、
株
式
会
社
山

口
ク
ボ
タ
に
入
社
以
来
、
40
年
８

田
原　

禮
子
氏
（
秋
芳
町
）

昭
和
52
年
５
月
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
青
景
園
入
職
以
来
、
32

年
６
月
の
永
き
に
わ
た
り
、
利
用

者
の
介
護
や
相
談
に
献
身
的
に
勤

め
、
老
人
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の

管
理
者
と
し
て
業
務
に
精
励
さ
れ

た
。ま

た
、
豊
富
な
経
験
と
強
い
責

任
感
を
も
っ
て
、
積
極
的
に
人
材

の
育
成
・
指
導
に
努
め
る
な
ど
、

そ
の
功
績
は
誠
に
顕
著
で
あ
り
、

他
の
職
員
の
模
範
で
あ
る
。

道
下　

末
男
氏
（
伊
佐
町
）

昭
和
54
年
１
月
、
美
祢
貨
物
自

動
車
株
式
会
社
に
入
社
以
来
、
30

年
10
月
の
永
き
に
わ
た
り
、
自
動

車
整
備
業
務
に
精
励
さ
れ
た
。

安
全
面
に
対
す
る
意
識
が
高

く
、
こ
れ
ま
で
無
事
故
、
無
災
害

で
あ
り
、忠
実
な
仕
事
を
も
っ
て
、

運
送
事
業
特
有
の
突
発
的
な
車
両

整
備
に
も
柔
軟
に
対
処
さ
れ
る
な

ど
、
そ
の
功
績
は
誠
に
顕
著
で
あ

り
、
他
の
職
員
の
模
範
で
あ
る
。

森
田
ヤ
エ
コ
氏
（
大
嶺
町
）

社
会
福
祉
向
上
の
た
め
に
美
祢

市
に
３
０
０
万
円
を
寄
附
さ
れ

た
。

月
の
永
き
に
わ
た
り
、
農
業
用
機

械
器
具
の
販
売
及
び
修
理
業
務
に

精
励
さ
れ
た
。

人
望
が
厚
く
、
円
満
な
人
柄
を

も
っ
て
人
材
育
成
に
も
積
極
的
に

取
り
組
む
な
ど
、
地
域
の
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
の
振
興
・
発
展
に

積
極
的
に
尽
力
さ
れ
、
そ
の
功
績

は
誠
に
顕
著
で
あ
り
、
他
の
職
員

の
模
範
で
あ
る
。

　

美
祢
市
功
労
者
表
彰
は
、市
の
発
展
の
た
め
に
尽
く
さ
れ
、自
治
・
産
業
・

教
育
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
他
の
模
範
と
な
る
成
績
・
業
績
の
優
秀
な
方

や
社
会
公
共
の
た
め
に
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た
方
に
贈
ら
れ
ま
す
。

　

11
月
６
日
、
第
２
回
目
の
美
祢
市
功
労
者
表
彰
式
が
市
役
所
議
事
堂
で

行
わ
れ
、
５
名
に
表
彰
状
及
び
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た

方
の
ご
功
績
を
紹
介
し
ま
す
。
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は
じ
め
に

急
性
肺
動
脈
血
栓
塞
栓
症
は
、

急
死
を
来
た
す
こ
と
の
あ
る
心
臓

病
の
一
つ
で
す
。

病
気
の
成
り
立
ち

通
常
、
血
液
は
血
管
の
中
で
血

栓
（
血
の
塊
）
を
作
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
幾
つ
か
の

条
件
が
揃
う
と
血
液
を
固
ま
ら
せ

よ
う
と
す
る
仕
組
み
（
凝
固
と
言

い
ま
す
）
が
働
き
始
め
、
血
栓
が

出
来
ま
す
。
出
来
た
血
栓
が
血
流

に
乗
っ
て
移
動
し
、
血
管
を
塞
ぐ

と
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
の
結
果
、

血
流
が
途
絶
え
た
臓
器
毎
に
特
有

の
症
状
が
出
て
き
ま
す
。

急
性
肺
動
脈
血
栓
塞
栓
症
は
、

下
肢
特
に
ふ
く
ら
は
ぎ
や
お
腹
の

静
脈
に
出
来
た
血
栓
が
、
突
然
肺

の
血
管
（
肺
動
脈
）
を
塞
い
で
し

ま
う
こ
と
で
起
き
る
病
気
で
す
。

肺
動
脈
は
右
心
室
か
ら
肺
へ
と

血
液
を
送
る
た
め
の
血
管
で
す
。

右
心
室
は
左
心
室
に
比
べ
力
が
弱

い
た
め
、
血
栓
が
大
き
く
肺
動
脈

の
詰
ま
り
方
が
ひ
ど
い
と
右
心
室

は
動
け
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
ま

ま
止
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
（
心
停
止
）。

ま
た
、
血
液
の
流
れ
方
が
急
激

に
変
化
す
る
結
果
、
肺
そ
の
も
の

の
機
能
が
低
下
し
低
酸
素
血
症
に

な
り
ま
す
。

高
危
険
群

40
歳
或
い
は
50
歳
以
上
の
女
性

で
肥
満
が
あ
り
、
多
く
の
子
宝
に

恵
ま
れ
た
方
に
起
こ
り
や
す
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

血
栓
症
全
て
に
言
え
る
こ
と
で

す
が
、
糖
尿
病
な
ど
生
活
習
慣
病

の
あ
る
方
・
喫
煙
し
て
い
る
方
・

経
口
避
妊
薬
を
使
用
さ
れ
て
い
る

方
は
よ
り
発
症
し
易
い
と
言
え
ま

す
。ま

た
時
に
、
知
ら
な
い
間
に
悪

美
祢
市
立
病
院

内
科
部
長李　

博
文

性
腫
瘍
が
出
来
て
し
ま
っ
て
い

て
、
そ
の
一
部
分
症
状
と
し
て
肺

動
脈
血
栓
塞
栓
症
が
発
症
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

症
状最も

重
篤
な
症
状
は
、
自
動
車

の
中
な
ど
で
長
く
窮
屈
な
姿
勢
で

座
っ
て
い
た
・
寝
て
い
た
後
、
歩

き
始
め
て
急
に
意
識
を
失
っ
て
倒

れ
る
こ
と
（
失
神
）
で
す
。
時
に
、

そ
の
ま
ま
亡
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

幸
い
に
し
て
意
識
が
回
復
し
た

後
に
は
、
息
苦
し
さ
・
胸
の
痛
み
・

咳
・
痰
（
血
痰
）
と
い
っ
た
一
見

呼
吸
器
系
の
症
状
が
主
に
な
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
肺
炎
を
疑
わ
れ

て
医
療
機
関
を
受
診
さ
れ
る
こ
と

も
非
常
に
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

一
方
、
軽
症
か
ら
中
等
症
の
方

で
は
、
体
が
し
ん
ど
く
て
動
け
な

い
・
何
と
な
く
顔
色
が
悪
く
息
苦

し
い
な
ど
漠
然
と
し
た
症
状
の
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
結
果
と
し
て
、

受
診
の
遅
れ
か
ら
再
発
を
招
き
重

症
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
で

す
か
ら
、
そ
れ
ま
で
元
気
で
あ
っ

問
合
せ
先　

美
祢
市
立
病
院
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た
方
が
、
熱
も
な
く
風
邪
の
よ
う

な
症
状
も
な
か
っ
た
の
に
、
あ
る

時
急
に
息
苦
し
さ
を
感
じ
る
よ
う

に
な
っ
た
時
は
、
一
度
は
急
性
肺

動
脈
血
栓
塞
栓
症
を
疑
っ
て
医
療

機
関
に
受
診
し
て
下
さ
れ
ば
と
存

じ
ま
す
。

診
断
・
治
療

医
療
機
関
で
は
緊
急
に
造
影
Ｃ

Ｔ
検
査
・
心
血
管
エ
コ
ー
検
査
な

ど
を
行
い
ま
す
。
詰
ま
っ
た
血
栓

が
大
き
い
の
か
、
血
栓
が
出
来
た

場
所
は
何
処
な
の
か
、
肺
に
飛
ん

で
来
る
血
栓
が
ま
だ
あ
る
の
か
を

調
べ
ま
す
。
大
き
い
場
合
は
、
心

臓
血
管
外
科
の
先
生
に
お
願
い
し

て
緊
急
手
術
で
取
り
除
い
て
い
た

だ
き
ま
す
。
中
く
ら
い
ま
で
で
あ

れ
ば
、カ
テ
ー
テ
ル
で
吸
い
取
る
・

お
薬
で
溶
か
す
と
い
う
方
法
を
採

り
ま
す
。

並
行
し
て
、
血
液
を
固
ま
り
に

く
く
す
る
薬
を
使
用
し
て
再
発
を

防
ぎ
ま
す
。
お
薬
だ
け
で
は
、
再

発
が
防
げ
な
い
時
は
フ
ィ
ル
タ
ー

（
小
さ
な
甑

こ
し
き

）
を
静
脈
内
に
留
置

し
ま
す
。
但
し
、
血
栓
の
大
き
さ

に
関
係
な
く
手
術
が
避
け
ら
れ
な

い
時
も
あ
り
ま
す
。

予
防
的
取
り
組
み

血
栓
が
出
来
る
原
因
は
個

人
々
々
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
一

度
肺
動
脈
血
栓
塞
栓
症
を
発
症
し

た
方
は
、
抗
凝
固
療
法
（
血
栓
予

防
の
た
め
の
お
薬
に
よ
る
治
療
）

を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
を
含
め
先

生
と
良
く
相
談
さ
れ
る
こ
と
が
極

め
て
大
切
で
す
。

勿
論
、
喫
煙
し
て
い
る
方
は
禁

煙
し
、
肥
満
の
あ
る
方
は
減
量
に

努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
生
活

習
慣
病
の
あ
る
方
は
し
っ
か
り
と

状
態
を
良
く
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。ま

た
、
急
性
肺
動
脈
血
栓
塞
栓

症
は
旅
行
者
血
栓
症
・
ロ
ン
グ
フ

ラ
イ
ト
症
候
群
と
表
現
さ
れ
る
一

面
が
あ
り
ま
す
。
自
動
車
で
長
時

間
移
動
す
る
時
に
は
、
水
分
摂
取

に
努
め
２
時
間
毎
く
ら
い
に
休
憩

し
、
一
旦
外
に
出
て
運
動
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
ど
う
し
て
も
下

車
で
き
な
い
時
は
、
直
接
ふ
く
ら

は
ぎ
を
揉
む
、
つ
ま
先
挙
げ
・
踵

の
上
げ
下
ろ
し
を
繰
り
返
す
な
ど

し
て
下
さ
い
。
ふ
く
ら
は
ぎ
の
筋

肉
を
動
か
し
、
静
脈
の
血
流
が
滞

ら
な
い
よ
う
に
し
て
血
栓
が
出
来

に
く
い
状
態
に
し
て
お
く
こ
と
が

予
防
の
第
一
歩
と
考
え
ま
す
。

健
康
チ
ェ
ッ
ク

　

急
性
肺
動
脈
血
栓
塞
栓
症
に
つ
い
て


